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【はじめに】 

あの震災から3年（講演当時）が過ぎました．この間，震災

に伴って発生した福島第一原発事故による様々な事案につ

いて，日本放射線技術学会として対応してまいりました．今

回は，この間における日本放射線技術学会および放射線防

護分科会としての対応について記していきたいと思います． 

【本学会の方針】 

本学会では事故直後より，真田代表理事の意向も，そして

放射線防護分科会の意向も，「今，できることをやる」「専門

家としてなすべきことをする」を基本に据えていました． 

多種多様な放射線関係者の中で一般人に向き合うことは，

医療関係者が圧倒的に得意であること，放射線に関連する

医療従事者の中で最も一般人と接する機会が多いのは診

療放射線技師であること，測定等の技術的な部分が強い，さ

らには震災以前より放射線防護分科会ではかねてよりリスク

コミュニケーションについて，学会員への知識普及を推進し

ていたことなどより，本学会ならびに放射線防護分科会では，

技術的な部分や一般人へのリスクコミュニケーションや相談

等の対応を主たる任務と考えた．そのためには，現状の把

握，行政の動向，他学会の動向など，膨大な情報収集や分

科会内での議論を継続的に行った． 

【放射線防護分科会の活動】 

 分科会委員の間ではメーリングリストが組まれており，従来

は分科会の運営などをそこで議論していたが，事故直後より

そこで常時情報交換や意見交換をすることになった（Fig.１）．

放射線防護分科会のホームページには，原発関連に関す

る情報を随時アップし，震災以降1か月で，15,000 件を超え

るアクセスがあった．このホームページでの主旨は，巷に氾

濫している玉石混交な情報に対し交通整理を行い，信頼で

きかつ有用である情報のリンクを貼ることを中心に行った．

放射線防護分科会のホームページに行けば，正確で有用

な情報が得られるというようなことを目的とした． 

当分科会が発出した文書としては，除染についてと簡易

型の線量計についての2通の文書を作成した（Fig.2，3）．事

故直後，除染法についての問合せが多かったため，必要に

迫られ作成した．除染法としては，あえて比較的厳密な方法

を掲載することにし，本学会の信頼を得るようにした．また，

 
Fig.1 防護分科会メーリングリスト内での 

メールのやり取り件数 

 
Fig.2 除染について 

 
Fig.3 簡易型放射線測定器を個人で 

お持ちの一般の方へ 



線量計については，「ガイガーカウンタ」などと呼ばれる比

較的安価な線量計を用いた住民，報道機関，議員さん等に

よる測定で，さまざまな問題が起きてしまっていたため，あら

ためてその限界や使用についての注意を記載した．これに

ついてはかなりの反響があり，その後マスメディア，ジャー

ナリスト，企業などからも問合せがあった． 

また，某インターネット検索サイトにあるユーザーが相互

相談できるコーナーにおいて，「わたしも妊娠4ヶ月で，もう

影響を受けにくいとは思いますが，放射線技師の義父から，

関東から離れるように言われて，関西に疎開しています．」と

いう書き込みがあり，これを見た放射線科医より「診療放射

線技師は，医師や看護師ほどには，患者とは向き合わなく

ても済む職業です．でも，社会から放射線診療の専門家とし

て認められることを望むのであれば，小さくとも劣等な芽を

見つけた瞬間に善処すべきでしょう．」との意見が放射線防

護分科会に来た． 

震災の翌年である平成24年の本学会理事会において，

福島との連携を強めることを目的とし，福島県在住の丹治 

一会員を放射線防護分科会委員として加えるための時限的

な定数増員措置が放射線防護分科会長より議案として提出

され，満場一致で承認された．この時限措置は平成27年4月

で切れてしまうため，平成27年4月より同じく福島県の大葉 

隆会員を委員として登用することにした． 

【市民公開講座の開催など】 

開催済の市民公開講座などについて，以下に列記する 

� 福島原発災害チャリティー講演会 

日付 ：平成23年3月27日（日）  

主催 :医療放射線防護連絡協議会  

共催 :日本医学放射線学会  

後援 :日本医学会，日本放射線技術学会 

会場 ：メルパルクホール（東京都港区芝公園） 

� 平成23年度 市民公開講座 放射線・放射能による影響と

対策 －福島原子力発電所事故による影響の理解のため

に－ 

日付 ：平成23年6月4日（土）  

主催 ：日本放射線技術学会 

日本放射線技術学会広報委員会 

放射線防護分科会，計測分科会 

東京部会，関東部会 

会場 ：一橋記念講堂（東京都千代田区一ツ橋） 

参加者：150名 

� 平成23年度 市民公開講座 「放射線・放射能を正しく理解

するための市民公開講座」 

日付 ：平成23年7月10日（日）  

主催 ：日本放射線技術学会東北部会，学術委員会， 

放射線防護分科会，計測分科会 

後援 ：福島県医師会，福島県放射線技師会  

会場 ：コラッセふくしま（福島市）  

参加者 ：547名  

事前に参加予定者から頂いた質問に対し，Q&Aを冊

子形式で作成し，参加者に当日配布した（Fig.4） 

 

� 平成24年度 市民公開講座 「放射線・放射能を正しく理解

するための市民公開講座」 

日付 ：平成24年5月12日（土）  

主催 ：日本放射線技術学会東北部会，学術委員会， 

放射線防護分科会，計測分科会 

共催 ：福島県立医科大学  

後援 ：福島県，福島市，伊達市，福島県医師会， 

福島県放射線技師会 

会場 ：福島県立医科大学講堂（福島市）  

参加者 ：344名  

ここでは，前年に配布したQ&Aの改訂版と内部被ばく

の計算に関する早見表を参加者に配布した． 

� 平成24年度 市民公開講座 【科研費】「放射線に関する正

しい教育を実施するための基礎講座」 

日付 ：平成24年11月23日（祝）  

主催 ：日本放射線技術学会学術委員会，放射線防護分

科会，関東部会 

会場 ：つくば国際会議場（茨城県つくば市）  

参加者：82名 

� 市民啓発活動に向けた放射線に関するリスクコミュニケー

ションセミナー 

日付 ：平成25年1月19日（土）  

主催 ：日本放射線技術学会東北部会， 

福島県放射線技師会 

会場 ：福島県立医科大学附属病院第一臨床講義室 

（福島市）  

定員 ：約80名 

� 学会創立70周年記念事業 市民公開シンポジウム「今を

問う！ 私たちの暮らしと医療被ばく」 

日付 ：平成25年2月10日（日）  

主催 ：日本放射線技術学会 

会場 ：仙台国際センター（仙台市） 

参加者：136名 

 

 
Fig.4 配付用 Q & A 

 

 



� 平成25年度 市民公開講座 「放射線・放射能を正しく理解

するための市民公開講座」 

日付 ：平成25年5月18日（土）  

主催 ：日本放射線技術学会学術委員会， 

放射線防護分科会，計測分科会，東北部会 

後援：福島県・福島市，伊達市，福島県医師会， 

福島県放射線技師会 

会場 ：コラッセふくしま  

参加者：129名 

� 平成25年度 市民公開講座 【科研費】「今を問う －私た

ちの暮らしと医療被ばく－」  

日付 ：平成25年10月19日（土）  

主催 ：日本放射線技術学会学術委員会， 

放射線防護分科会，九州部会 

後援 ：福岡県，福岡市，福岡県医師会，福岡県診療放

射線技師会，福岡県看護協会，福岡県臨床衛生

検査技師会，日本医学放射線学会，日本医学物

理学会，日本画像医療システム工業会，西日本

新聞社，NHK 福岡放送局，福岡放送，RKB 毎

日放送，テレビ西日本，九州朝日放送，TVQ 九

州放送 

会場 ：アクロス福岡（福岡市）  

参加者：186名 

� 放射線市民講座 

日付 ：平成25年11月2・3日（土，日）  

主催 ：日本放射線技術学会放射線防護分科会， 

東北部会，計測分科会  

後援 ：福島県，福島市，伊達市，福島県医師会， 

日本放射線技術学会中部部会 

会場 ：コラッセふくしま 

� 市民対応のためのリスクコミュニケーションセミナー 

日付 ：平成26年7月12日（土）  

主催 ：日本放射線技術学会東北部会  

後援 ：福島県放射線技師会  

協力 ：日本放射線技術学会放射線防護分科会 

会場 ：コラッセふくしま 

【内閣官房の実施する「地域づくり支援事業（専門家派遣事

業）」】 

震災の翌年の1月に，内閣官房の実施する「地域づくり支

援事業（専門家派遣事業）」を伊達市が利用し，放射線関連

学会等へ講師の依頼が要請された．伊達市内8か所（1か所

は中止となったため，最終的には7か所）で開催する予定で

あり，本学会としてはその8か所すべてに講師を派遣できる

旨の返答をし，最終的には実施7か所のうち5か所を本学会

からの講師を派遣することになった（Table 1）． 

【マスメディアなどからの問合せ】 

主なところでは，Table 2の通りであり，内容も多岐にわた

っていた．一部の番組には，分科会委員が出演もしくは録

音での出演をした．対外的な部分では，学会としての役割

はそれなりに果たせたのではないかと考える． 

【おわりに】 

一般の方から見て，もっとも身近な放射線の専門家は，間

違いなく診療放射線技師であると私は考えており，そのため

にもその期待に応えるべく，本学会としては継続的なかかわ

りが必要であると考えている． 

分科会長の立場としては，放射線防護分科会が東北部会

の期待にそえたのかどうか，今でも不安だらけである．来た

る平成27年度より，学会の組織改編で「放射線防護委員会」

という組織が「放射線防護部会（旧：分科会）」とは別に立ち

上がる．「委員会」は，対外的な案件，啓蒙や普及などを，そ

して「部会」は学術的な部分を受け持つ．したがって，原発

事故関連での従来の活動は「委員会」が主となり「部会」と連

携して対応することになり，そしてより強固な対応が出来るも

のと考えている． 

千葉に住んでいる私の今までの経験上，福島や東北に

住んでいないことで，説得力が欠ける場合があり，苦難を共

有している地元の方々の声の方が，説得力を伴うのではな

いかと感じる場合が時折あった．そして，専門家としての矜

持を持ち続けて対応することが大事なのではないかと考え

る次第である．今後も東北部会と密に連携を取り，対応して

いければ幸いである． 

Table 2 日本放射線技術学会および放射線防護分科会 

へ来た一般の方以外からの主な相談元 

 

 

 

Table 1 平成24年1～2月に行われた伊達市への 

専門家派遣事業 

 


